
POISSON

POISSON(非線型オプション)

従属変数 独立変数リスト ;

機能:

POISSONはポアソンモデルの推定値を得ます. ここで従属変数は非負の整数カウント値をとり, その期待

値は独立変数の指数線形関数です. ポアソンモデルでは, 従属変数の分散がその平均に等しく, 現実には滅

多にないモデルです. 分散が平均よりも大きいもっと一般的なモデルは, 負２項モデル 1と 2です (NEGBIN

コマンド参照).

使用法:

基本的なPOISSONステートメントはOLSQと似ています：最初に従属変数のリストと次に独立変数を並

べます. 定数項が必要なら (通常は推奨する), 特別な変数 C あるいは CONSTANT を独立変数リストに加

えます. 利用できるデータ観測値の数と同時に, ステートメントごとの引数の数やワーキングスペースの量

の全体の制約内であれば , 好きなだけ独立変数を置くことができます.

回帰を計算する観測値は現在の標本によって決まります. もし現在の標本でどれかの観測値に欠測値が

あれば , POISSONは警告メッセージをプリントし, その観測値は落とします. POISSONはまた従属変数

の観測値が整数であり, 負でないかをチェックします.

POISSONコマンドの独立変数のリストは, 明示的なラグとリードをPDL(多項式分布ラグ)変数と共に

含むことができます. これらの分布ラグ変数は回帰にラグ付き変数が多数入っているとき係数のなめらか

さの制約を入れると自由な係数の数を減らす一つの方法です.

オプション:

非線型オプション{本マニュアルのNONLINEARセクションを参照して下さい.

例:

log(R&D), 科学セクターのダミー, そして企業規模へのパテントの負２項2の回帰：

POISSON PATENTS C LRND LRND(-1) LRND(-2) DSCI SIZE ;

アウトプット :

POISSONのアウトプットは, 方程式のタイトルと従属変数の最小10個の値に対する度数カウントが最初

にきます. 初期値とイタレーションでの診断出力がプリントされます. 最終的な収束状況がプリントされ ,

次に観測値の個数, 従属変数の平均と標準偏差, 残差平方和, 相関タイプの R2, Overdispersion検定, ゼロ

勾配に対する尤度比検定, 対数尤度, そして右辺の変数名の表, 推定された係数, 標準誤差と関連 t 統計量が

プリントされる. 既定値の標準誤差は頑健/QMLE Eicker-White 推定値です. これらはOverdispersion(過

剰分散)モデルに対しても一致性があります. 通常Overdispersion検定はポアソンモデルを棄却し , その代

わりに負２項モデルを用いることになります (線形指数族に入るモデルですが, Eicker-White 標準誤差のポ

アソンモデルが,データがOverdispersionであっても定式化の誤りに対してより頑健かもしれません{この

点についてのもっと高度な情報は Cameron and Trivedi を参照して下さい.

POISSONはまたこれらの結果のいくつかを, 後で利用するためにデータ保存領域に保存します. 以下の表

はPOISSONコマンドの後で利用できる結果をリストしたものです.
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変数 タイプ 長さ 変数の説明

@LHV リスト 1 従属変数名
@RNMS リスト 変数の数 右辺の変数名
@IFCONV スカラー 1 収束すれば 1, その他は 0

@YMEAN スカラー 1 従属変数の平均値
@SDEV スカラー 1 従属変数の標準偏差
@NOB スカラー 1 観測値数
@HIST ベクトル yの値の数 各従属変数値の度数分布
@HISTVAL ベクトル yの値の数 各従属変数値
@SSR スカラー 1 残差平方和
@RSQ スカラー 1 R2

@OVERDIS スカラー 1 Overdispersion検定
%OVERDIS スカラー 1 Overdispersion検定に対するP値
@LR スカラー 1 ゼロの勾配係数に対する尤度比
%LR スカラー 1 尤度比検定の p-値
@LOGL スカラー 1 対数尤度
@SBIC スカラー 1 Schwarzのベイズ情報量基準
@NCOEF スカラー 1 係数の数
@NCID スカラー 1 識別された係数の数 (非ゼロSE)

@COEF ベクトル 変数の数 係数推定値
@SES ベクトル 変数の数 標準偏差
@T ベクトル 変数の数 t 統計量
%T ベクトル 変数の数 t 統計量の p 値
@GRAD ベクトル 変数の数 収束時での logL の勾配
@VCOV 行列 変数の数�変数の数 係数推定値の共分散行列
@RES 系列 観測値数 残差系列
@FIT 系列 観測値数 推定された確率

回帰式が PDL変数や SDL 変数を含む場合は, 次の変数も保存されます.

@SLAG スカラー 1 ラグ係数の和
@MLAG スカラー 1 ラグ係数の平均
@LAGF ベクトル 　　観測値数 　　 『分解』後の推定されたラグ係数 　　　　　

手法:

POISSONは, Newton-Raphsonアルゴリズムによって最尤推定値を得るために解析的1次と 2次の微分を

用います. このアルゴリズムは通常かなり早く収束します. TSPは初期パラメータ値として, 定数項と alpha

を除いてゼロを用いています. @STARTは別の初期値を与えるために使うことができます (本マニュアル

のNONLINAEARを参照).

独立変数の多重共線性はTSPの回帰プロシジャのように一般化逆行列で扱います.

過剰分散検定は, (@RES**2-Y)/@FIT を C, @FIT に回帰して @NOB*@RSQ で計算します. Cameron

and Trivedi(1998), p.78, 式 (3.39)を参照.

指数平均関数がPOISSONモデルで用いられています. すなわち, X が右辺の変数で B がその係数なら,

E(Y)=exp(X*B) です. これは Y の予測値が負にならないことを保証します. ポアソンモデルの分散＝平

均の性質は, 大きな Y の値に対する当てはまりの悪さに対するペナルティが小さな Y の値に対してよりも

小さいことを意味しています. LSQを用いて同じ指数平均関数で非加重非線型回帰を行うと, ポアソンモ

デルよりも大きな Y の値に対して当てはまりが良くなります.

MLコマンドも, 固定効果と変量効果があるパネルモデルを含む負２項モデルの推定に用いることができま

す. 単純な例はTSP Users's Guideを参照して下さい. また, パネルの例はwebページを見て下さい.
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